
 

  
 

 

                      
 

  

  

  

 

 

 

  

2022．7 月号 

6 月の活動報告 

7 月の体操  ＜便秘の改善編＞ 



 

お誕生日会 

管理栄養士の 栄養サポート 7月   

ステップ① 現状の理解と確認事項 【現場の目線】 
・年齢96歳、身⾧135ｃｍ、体重30.6ｋｇ、ＢＭＩ16.7       
・なめらかなペースト状のものだと口から出さずに食べられている。 
・お膳をセットすると、二口程度はご自分で召し上がるが、すぐにお膳を離される。 
 上記の状態を何度も繰り返され、全量を食べていただくのは難しい。 
・甘辛いたれをかけると、多少食事がすすむ。 

対象の方の食事形態は、ペースト粥とペースト食を食べておられる。 
口の中にわずかなつぶ状のものが触わると、口から出されてしまい食事の摂取量が低下してきた。
甘い味の物は好まれ、おやつは全量ペースト状で食べることができる。食事も甘辛いたれをかけて
提供すると、少しは食事が進む状況である。 

６か月前は普通食を召し上がっておられたが食事が進まなくなり、ペースト食に食事形態を変更
したが、ペースト食も口から出されるのがなぜかわからず、現場でどのように対応すればよいのか
解決できないでいた。体重も減少傾向で、低栄養になっているのではないかとの心配も出てきた。 

ステップ② 現状を整理し改善可能なポイントを探る 【栄養士の目線】 
食事摂取時、水分の摂取時にむせる様子は見られていないので嚥下機能（飲み込む機能）

の低下は見られず、咀嚼することを忘れておられる様子が見受けられました。 
口の中に触れる、つぶ状のものを異物と思い吐き出されている可能性があるように感じま

した。お好みの味の物は、食べようとする反応があり食べる意思を示されていました。 
料理の見た目で食事を促す方法よりも、入居者様の好みの味付けで粒がないなめらかな状

態の物を食べていただけるように検討しました。 
体重が標準体重よりも少なくBMI16.7とやせ傾向であるため、摂取エネルギー量を確保す

るために、食事の摂取量を増やせるようにすることを提案しました。 

ステップ③ 実践可能な内容を取り上げ、経過をみる 
ペースト粥、ペースト食を継続して提供し、食事がすすまなければ甘辛いたれ（この時はウナギのたれ）をす
こしかけて食事を食べていただけるようにする方法を職員が試していたので、これを継続することで食事の量を
増やすことができました。 
身⾧と体重から、BMIの値は計算ができます。対象の方の身⾧体重を、下の計算式の□にあてはめて計算
してみてください。やせ傾向の方には、できるだけ摂取エネルギー（摂取カロリー）を増やすために、食事をしっ
かり食べていただくようにしましょう。 

65歳以上の方は、21.5～24.9 が目標値にな

ります（最も病気にかかりにくいといわれている数

値です） 

食事に粒があると、口から出してしまわれ食事量が低下された方  

【相談内容】   
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